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(百万円未満切捨て)
１．平成26年12月期第３四半期の連結業績（平成26年１月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年12月期第３四半期 12,685 9.0 168 ― 174 ― 89 ―

25年12月期第３四半期 11,638 10.9 △88 ― △2 ― △21 ―
(注) 包括利益 26年12月期第３四半期 315百万円( 249.8％) 25年12月期第３四半期 90百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年12月期第３四半期 7.58 ―

25年12月期第３四半期 △1.80 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年12月期第３四半期 14,420 5,493 38.1

25年12月期 14,756 5,308 36.0
(参考) 自己資本 26年12月期第３四半期 5,493百万円 25年12月期 5,308百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年12月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

26年12月期 ― 5.00 ―

26年12月期(予想) 5.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成26年12月期の連結業績予想（平成26年１月１日～平成26年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,800 7.6 500 86.9 450 19.3 350 2.7 29.63
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年12月期３Ｑ 11,953,695株 25年12月期 11,953,695株

② 期末自己株式数 26年12月期３Ｑ 154,303株 25年12月期 121,951株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年12月期３Ｑ 11,815,023株 25年12月期３Ｑ 11,832,029株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了してお
りません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点において入手可能な情報に基づき作成し
たものであり、実際の業績は、今後の様々な要因により異なる可能性があります。
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済対策への期待感や、日銀による金融

緩和政策を背景に、企業収益の改善、設備投資の回復、雇用環境改善の動きが見られ、全体として緩や

かな景気回復基調にあったものの、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動の長期化や、海外景気の下振

れリスクなど、先行きは不透明な状況が続いております。 

このような状況の中、当社グループは中期経営計画（ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ ＳＥＩＫＯ ＩＣ２０１

４）の基本方針である『グループ総合力を発揮できる経営基盤を構築し、社会インフラ事業を中核とし

た高収益企業への変革を目指す』のもと、厳しい外部環境にも耐えうる経営基盤の構築を加速させるた

め３つの戦略（①事業戦略の推進 ②コスト構造改革 ③組織構造改革）を柱とした三位一体の構造改革

に取り組んでまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、受注高は13,513百万円（前年同期比 10.9％増）、売

上高は12,685百万円（同 9.0％増）となりました。 

損益につきましては、営業利益は168百万円（前年同期 営業損失88百万円）、経常利益は174百万円

（同 経常損失２百万円）、四半期純利益は89百万円（同 四半期純損失21百万円）となりました。 

 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 
 

（電力部門） 

 電力会社の設備投資抑制などの影響が続く中、リプレース・メンテナンス及びＩＴシステム関連に注

力してまいりました結果、受注高は 2,864 百万円（前年同期比 11.3％増）、売上高は 2,944 百万円（同 

13.2％減）となりました。 
 

（環境エネルギー部門） 

 環境・省エネ関連や道路設備向け受配電システム等が堅調に推移し、受注高は 8,020 百万円（前年同

期比 12.8％増）、売上高は7,380百万円（同 26.0％増）となりました。 
 

（情報部門） 

 受託開発関連が堅調に推移しましたが、港湾関連システムの取込みが遅れており、受注高は 790 百万

円（前年同期比 1.8％減）、売上高は715百万円（同 0.3％増）となりました。 
 

（その他） 

 環境・省エネ設備関連が堅調で、受注高は 1,838 百万円（前年同期比 8.5％増）、売上高は 1,645 百

万円（同 1.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（流動資産） 

 当第３四半期連結会計期間の流動資産の残高は、前連結会計年度と比較して 706 百万円減少の 9,024

百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が 1,175 百万円減少したことによるものであり

ます。 

（固定資産） 

 当第３四半期連結会計期間の固定資産の残高は、前連結会計年度と比較して 371 百万円増加の 5,396

百万円となりました。これは主に、投資有価証券が時価の上昇等により 370 百万円増加したことによる

ものであります。 

（流動負債） 

 当第３四半期連結会計期間の流動負債の残高は、前連結会計年度と比較して 668 百万円減少の 6,400

百万円となりました。これは主に、短期借入金が1,182百万円減少したことによるものであります。 
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（固定負債） 

 当第３四半期連結会計期間の固定負債の残高は、前連結会計年度と比較して 149 百万円増加の 2,527

百万円となりました。これは主に、退職給付引当金が66百万円増加したことによるものであります。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間の純資産の残高は、前連結会計年度と比較して 184 百万円増加の 5,493 百

万円となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金が時価の上昇により 234 百万円増加したこ

とによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期業績予想につきましては、現段階において平成 26 年 7 月 30 日に発表いたしました予想に対し、

変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注意事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日) 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)  

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：百万円) 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

電力 
部門 

環境エネル
ギー部門

情報 
部門 

計 

売上高   

 外部顧客への売上高 3,391 5,858 713 9,963 1,674 11,638 ― 11,638

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

6 16 171 195 608 803 △803 ―

計 3,398 5,875 884 10,159 2,283 12,442 △803 11,638

セグメント利益又は損失(△) △100 △31 33 △97 8 △88 ― △88

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器、電子装置、(高分子/液

晶)複合膜フィルム等の製造販売、汎用電気品等の販売であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。 

  

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)  

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：百万円) 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

電力 
部門 

環境エネル
ギー部門

情報 
部門 

計 

売上高   

 外部顧客への売上高 2,944 7,380 715 11,039 1,645 12,685 ― 12,685

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

― 153 269 422 851 1,273 △1,273 ―

計 2,944 7,534 984 11,462 2,496 13,959 △1,273 12,685

セグメント利益又は損失(△) 18 141 40 200 △31 168 ― 168

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器、電子装置、(高分子/液

晶)複合膜フィルム等の製造販売、汎用電気品等の販売であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
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